
JP 6575855 B2 2019.9.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンバイナと、
　前記コンバイナを支持する支持部と、
　前記支持部の両側にそれぞれ設けられた第１の突起部および第２の突起部と、を有し、
　前記コンバイナの両側にそれぞれ設けられた側面部には、前記第１の突起部が摺動する
第１の溝と、前記第２の突起部が摺動する第２の溝と、が設けられ、
　前記第２の溝は、第１の溝領域および第２の溝領域を有し、
　前記第１の溝領域は、前記第１の突起部が前記第１の溝の端部に位置する場合に、前記
支持部が前記第１の突起部を中心として回転するための前記第２の突起部が摺動する領域
であり、
　前記第２の突起部は、前記第２の突起部と前記第１の溝領域との間の隙間を埋めるダン
パに覆われており、
　前記側面部のそれぞれには、前記第２の突起部が前記第１の溝領域を摺動する際に該第
２の突起部と接するリブが前記第１の溝領域に設けられている、
　車載用コンバイナ昇降装置。
【請求項２】
　コンバイナと、
　前記コンバイナを支持する支持部と、
　前記支持部の両側にそれぞれ設けられた第１の突起部および第２の突起部と、を有し、
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　前記コンバイナの両側にそれぞれ設けられた側面部には、前記第１の突起部が摺動する
第１の溝と、前記第２の突起部が摺動する第２の溝と、が設けられ、
　前記第２の溝は、第１の溝領域および第２の溝領域を有し、
　前記第１の溝領域は、前記第１の突起部が前記第１の溝の端部に位置する場合に、前記
支持部が前記第１の突起部を中心として回転するための前記第２の突起部が摺動する領域
であり、
　前記第２の溝領域は、前記第１の溝と平行な領域であり、
　前記第２の突起部は、前記第２の突起部と前記第１の溝領域との間の隙間を埋めるダン
パに覆われており、
　前記第１の溝領域の幅は、前記第２の溝領域の幅よりも狭く、
　前記第１の溝領域の幅は、前記ダンパよりも狭い、
　車載用コンバイナ昇降装置。
【請求項３】
　前記側面部のそれぞれには、前記第２の突起部が前記第１の溝領域を摺動する際に該第
２の突起部が接するリブが設けられている、
　請求項２に記載の車載用コンバイナ昇降装置。
【請求項４】
　前記支持部を駆動させる電動モータをさらに備え、
　前記電動モータのトルクは、前記第２の突起部が前記第２の溝領域に位置するときより
も、前記第１の突起部が前記第１の溝領域に位置するときの方が大きい、
　請求項１または２に記載の車載用コンバイナ昇降装置。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の車載用コンバイナ昇降装置と、
　前記車載用コンバイナ昇降装置を収容する筐体と、
　前記筐体の上部を覆うカバーと、を備える、
　車載用ヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記第１の突起部が摺動する第３の溝を有し、前記第３の溝の少なくとも一部が延びる
方向が前記第１の溝が延びる方向と異なるように回転可能に配置されるカバー開閉機構、
をさらに有し、
　前記カバーは、前記カバー開閉機構の回転により開閉する、
　請求項５に記載の車載用ヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記カバーは第１のギア部をさらに有し、
　前記カバー開閉機構は、前記第１のギア部に歯合する第２のギア部をさらに有する、
　請求項６に記載の車載用ヘッドアップディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、車載用コンバイナ昇降装置および車載用ヘッドアップディスプレイ装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車などの車両に搭載されるヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ：Head-Up Di
splay）が知られている。また、ヘッドアップディスプレイの一例として、コンバイナに
情報を表示することで、運転者を支援するものが知られている。コンバイナは運転者の前
方に起立して配置されるが、運転者がコンバイナを使用しない場合、例えば、起立したコ
ンバイナが運転者の前方の視界に入り、運転の邪魔になるという問題がある。
【０００３】
　このような問題に対して、コンバイナを使用しないときにコンバイナをインストルメン
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タルパネル（ダッシュボードともいう）内に格納する格納機能と、コンバイナを使用する
ときにコンバイナの角度を調整する角度調整機能（チルト機能）とを有する機構が知られ
ている。例えば、特許文献１には、１つのモータのみを用いて、格納機能とチルト機能と
を実現する機構が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５０２０２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の機構は、構造が複雑であるという課題がある。
【０００６】
　本開示の目的は、簡単な構造の車載用コンバイナ昇降装置および車載用ヘッドアップデ
ィスプレイ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の一態様に係る車載用コンバイナ昇降装置は、コンバイナと、前記コンバイナを
支持する支持部と、前記支持部の両側にそれぞれ設けられた第１の突起部および第２の突
起部と、を有し、前記コンバイナの両側にそれぞれ設けられた側面部には、前記第１の突
起部が摺動する第１の溝と、前記第２の突起部が摺動する第２の溝と、が設けられ、前記
第２の溝は、第１の溝領域および第２の溝領域を有し、前記第１の溝領域は、前記第１の
突起部が前記第１の溝の端部に位置する場合に、前記支持部が前記第１の突起部を中心と
して回転するための前記第２の突起部が摺動する領域であり、前記第２の突起部は、前記
第２の突起部と前記第１の溝領域との間の隙間を埋めるダンパに覆われており、前記側面
部のそれぞれには、前記第２の突起部が前記第１の溝領域を摺動する際に該第２の突起部
と接するリブが前記第１の溝領域に設けられている。
　また、本開示の一態様に係る車載用コンバイナ昇降装置は、コンバイナと、前記コンバ
イナを支持する支持部と、前記支持部の両側にそれぞれ設けられた第１の突起部および第
２の突起部と、を有し、前記コンバイナの両側にそれぞれ設けられた側面部には、前記第
１の突起部が摺動する第１の溝と、前記第２の突起部が摺動する第２の溝と、が設けられ
、前記第２の溝は、第１の溝領域および第２の溝領域を有し、前記第１の溝領域は、前記
第１の突起部が前記第１の溝の端部に位置する場合に、前記支持部が前記第１の突起部を
中心として回転するための前記第２の突起部が摺動する領域であり、前記第２の溝領域は
、前記第１の溝と平行な領域であり、前記第２の突起部は、前記第２の突起部と前記第１
の溝領域との間の隙間を埋めるダンパに覆われており、前記第１の溝領域の幅は、前記第
２の溝領域の幅よりも狭く、前記第１の溝領域の幅は、前記ダンパよりも狭い。
　また、本開示の一態様に係る車載用ヘッドアップディスプレイ装置は、本開示の一態様
に係る車載用コンバイナ昇降装置と、前記車載用コンバイナ昇降装置を収容する筐体と、
前記筐体の上部を覆うカバーと、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、簡単な構造の車載用コンバイナ昇降装置および車載用ヘッドアップデ
ィスプレイ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（起立状態時）の外観を示す斜
視図
【図２】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（起立状態時）の外観を示す斜
視図
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【図３】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（収納状態時）の内部を示す側
断面図
【図４】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（起立状態時）の内部を示す側
断面図
【図５】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（角度調整状態時）の内部を示
す側断面図
【図６】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（角度調整状態時）の内部を示
す側断面図
【図７】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（角度調整状態時）の内部を示
す側断面図
【図８】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（収容状態時）のカバー開閉動
作に関する内部を示す側断面図
【図９】実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置（起立状態時）のカバー開閉動
作に関する内部を示す側断面図
【図１０】変形例２の第２溝を示す側面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１１】
　［ヘッドアップディスプレイ装置１００の構成］
　まず、図１～図４を用いて、本実施の形態に係るヘッドアップディスプレイ装置１００
の構成例について説明する。図１は、ヘッドアップディスプレイ装置１００の外観を示す
斜視図である。図２は、図１に示すヘッドアップディスプレイ装置１００においてカバー
２を除いた状態の外観を示す斜視図である。図３および図４は、図１に示したＡ－Ａの断
面図である。
【００１２】
　図１に示すヘッドアップディスプレイ装置１００は、例えば、車両のインストルメンタ
ルパネル（ダッシュボードともいう）に備えられる。
【００１３】
　ヘッドアップディスプレイ装置１００によるコンバイナ３の昇降動作により、コンバイ
ナ３は、収納状態、起立状態、角度調整状態のいずれかの状態となる。例えば、ユーザは
、電動モータの駆動を指示する操作を行うことで、コンバイナ３の収納状態、起立状態、
角度調整状態を切り替えることができる。
【００１４】
　収納状態とは、コンバイナ３がヘッドアップディスプレイ装置１００の筐体１に収納さ
れた状態である。起立状態とは、コンバイナ３が起立した状態である。角度調整状態とは
、コンバイナ３が起立状態となった後にコンバイナ３の傾きがユーザの所望角度に調整可
能となる状態である。
【００１５】
　コンバイナ３は、収納状態から起立状態へ、または、起立状態から収納状態へ遷移する
。また、コンバイナ３は、起立状態から角度調整状態へ、または、角度調整状態から起立
状態へ遷移する。なお、図１、図２、図４は、コンバイナ３の起立状態を示し、図３はコ
ンバイナ３の収納状態を示している。
【００１６】
　図１～図４に示すように、ヘッドアップディスプレイ装置１００は、筐体１、カバー２
、コンバイナ３、コンバイナ昇降装置４、カバー開閉機構５を有する。
【００１７】
　筐体１は、コンバイナ３、コンバイナ昇降装置４、カバー開閉機構５を収容する。また
、筐体１は、車両の後方側に投影装置（図示略）を収容する。なお、図１、図３において
矢印ａは車両の前方に向かう方向を表し、矢印ｂは車両の後方に向かう方向を表す。



(5) JP 6575855 B2 2019.9.18

10

20

30

40

50

【００１８】
　カバー２は、筐体１の上部を覆うように設けられる（図１、図３を参照）。カバー２は
、コンバイナ３の昇降動作と連動して開閉動作を行う。なお、カバー２の開閉動作の詳細
については後述する。
【００１９】
　コンバイナ３の収容状態（例えば図３）において、カバー２よりも下方の部分は、イン
ストルメンタルパネルに埋め込まれる。その場合、カバー２の上面部とインストルメンタ
ルパネルの表面とがほぼ水平となることが好ましい。これにより、コンバイナ３の収容状
態においてヘッドアップディスプレイ装置１００が運転者の視界を遮ることがない。
【００２０】
　コンバイナ３は、例えばハーフミラーであり、板ガラスと、この板ガラスの一方の面に
蒸着された錫または銀などの光半透過膜とで構成されている。コンバイナ３は、半透過性
を有しており、ユーザがコンバイナ３を通して車両の前方を目視できるように形成されて
いる。
【００２１】
　図３に示したコンバイナ３の投影面Ｆ１には、コンバイナ３が起立状態または角度調整
状態のときに、筐体１に収容された投影装置（図示略）からの画像が投影される。これに
より、ユーザには、コンバイナ３に投影された画像が車両前方の風景に重畳されて見える
ことになる。この画像は、例えば、車両の速度、燃料の残量などを示す画像、または、目
的地までの距離、進行方向、現在地名、現在地付近に存在する施設、店舗の名称などを示
す画像などである。
【００２２】
　コンバイナ昇降装置４は、筐体１における車両の前方側に収容される。コンバイナ昇降
装置４は、ユーザ（運転者または同乗者）の操作に応じて、電動モータの動力によってコ
ンバイナ３を昇降させる装置である。
【００２３】
　図２に示すように、コンバイナ昇降装置４は、送りネジ４１および可動部４２を有する
。送りネジ４１は、ギア４１ａを有し、電動モータ（図示略）の回転によって回転するモ
ータギア６に歯合している。送りネジ４１は、モータギア６の回転に伴い回転する。送り
ネジ４１および可動部４２は、送りネジ４１の回転により可動部４２を筐体１の上下方向
に移動させる送り機構を構成している。なお、筐体１の上方向とは、図１において矢印ｃ
が示す方向であり、筐体１の下方向とは、図１及び図３において矢印ｄが示す方向である
。
【００２４】
　また、可動部４２の筐体１の左右方向の両端には、図３、図４に示すように、コンバイ
ナブラケット４２ａが形成されている。なお、筐体１の右方とは、図１において矢印Ｒが
示す方向であり、筐体１の左方とは、図１において矢印Ｌが示す方向である。
【００２５】
　図３に示すようにコンバイナブラケット４２ａには、切り欠き４２ｂが形成されている
。切り欠き４２ｂには、後述する支持部４３に形成された第３ピン４８が挿入される。切
り欠き４２ｂに第３ピン４８が挿入されていることにより、送り機構による可動部４２の
上下動の動力がコンバイナブラケット４２ａを介して支持部４３に伝達され、コンバイナ
３を昇降させる。
【００２６】
　また、図２に示すように、コンバイナ昇降装置４には、コンバイナ３の両側（コンバイ
ナ昇降装置４の左右方向の両端）に２つの側面部４９（図３に示す点線部分）がそれぞれ
設けられている。コンバイナ昇降装置４の側面部４９の各々において、後述する支持部４
３と接する面（つまり、内側の面）には、第１溝４４および第２溝４５が形成されている
。
【００２７】
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　第１溝４４は、筐体１の上下方向（矢印ｃまたは矢印ｄの方向。つまり、コンバイナ３
の昇降方向）に沿って直線的に形成される。第１溝４４は、コンバイナ３が収容状態と起
立状態との間を遷移する際に、支持部４３に形成された第１ピン４６（第１の突起部の一
例）が摺動する領域である。
【００２８】
　第２溝４５は、コンバイナ３の昇降動作およびコンバイナ３の角度調整動作において、
支持部４３に形成された第２ピン４７（第２の突起部の一例）が摺動する領域である。第
２溝４５は、昇降用溝領域４５ａ（第２の溝領域の一例）と角度調整用溝領域４５ｂ（第
１の溝領域の一例）とを有する。
【００２９】
　昇降用溝領域４５ａは、第１溝４４と平行に、筐体１の上下方向（矢印ｃまたは矢印ｄ
の方向。つまり、コンバイナ３の昇降方向）に沿って直線的に形成される。つまり、昇降
用溝領域４５ａは、コンバイナ３が収容状態と起立状態との間を遷移する際に第２ピン４
７が摺動する領域である。例えば、昇降用溝領域４５ａの方向ｃおよび方向ｄの方向に沿
った長さは、第１溝４４の方向ｃおよび方向ｄの方向に沿った長さと等しい。第１ピン４
６および第２ピン４７は、第１溝４４および昇降用溝領域４５ａをそれぞれ同時に移動す
る。
【００３０】
　角度調整用溝領域４５ｂは、昇降用溝領域４５ａ連結され、コンバイナ３が角度調整状
態において第２ピン４７が摺動する領域である。例えば、図４に示すように、角度調整用
溝領域４５ｂは、第１ピン４６が第１溝４４の上端部に位置し、支持部４３が第１ピン４
６を中心として、矢印ｅまたは矢印ｆの方向に回転する場合に第２ピン４７が摺動する領
域である。
【００３１】
　また、コンバイナ昇降装置４は、支持部４３を有する。支持部４３は、コンバイナ昇降
装置４の両端の各々において、側面部４９（図３に示す点線部分）と、コンバイナブラケ
ット４２ａとの間にそれぞれ設けられる。
【００３２】
　支持部４３は、本体部４３ａとコンバイナ保持部４３ｂを有する。本体部４３ａの側面
部４９側（つまり、外側の面）には、第１ピン４６および第２ピン４７が形成され、本体
部４３ａのコンバイナブラケット４２ａ側（つまり、内側の面）には、第３ピン４８が形
成されている。第１ピン４６は第１溝４４に挿入され、第２ピン４７は第２溝４５に挿入
される。また、第３ピン４８は、コンバイナブラケット４２ａの切り欠き４２ｂに挿入さ
れる。コンバイナ保持部４３ｂは、コンバイナ３を固定して支持する。図４に示すように
、支持部４３は、第１溝４４の上端部に位置する第１ピン４６を中心として、矢印ｅまた
は矢印ｆの方向に回転する。すなわち、コンバイナ昇降装置４の２つの側面部４９は、第
１ピン４６が第１溝４４の端部に位置する場合に、第１ピン４６を中心として支持部４３
を回転可能に支持する。
【００３３】
　以上、ヘッドアップディスプレイ装置１００の構成例について説明した。
【００３４】
　［コンバイナ昇降装置４の動作］
　次に、コンバイナ昇降装置４の動作の詳細について説明する。以下では、コンバイナ３
が収納状態から起立状態へ遷移、又は、起立状態から収容状態へ遷移するときの動作（以
下、動作例１という）、コンバイナ３の角度調整状態での動作（以下、動作例２という）
についてそれぞれ説明する。
【００３５】
　＜動作例１：コンバイナ３の収容状態－起立状態の遷移時の動作＞
　図３及び図４を用いて、動作例１について説明する。上述したとおり、図３は、コンバ
イナ３が収納状態であるときのヘッドアップディスプレイ装置１００のＡ－Ａの断面図で
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ある。また、図４は、コンバイナ３が起立状態であるときのヘッドアップディスプレイ装
置１００のＡ－Ａの断面図である。
【００３６】
　図３に示すコンバイナ３の収納状態において、電動モータの駆動によって、コンバイナ
ブラケット４２ａが筐体１の上方向（矢印ｃの方向）へ移動すると、第１溝４４の下端部
に位置する第１ピン４６、および、第２溝４５（昇降用溝領域４５ａ）の下端部に位置す
る第２ピン４７も矢印ｃの方向へ移動する。第１ピン４６および第２ピン４７は、第１ピ
ン４６が第１溝４４の上端部に達するまで（図４の状態）、矢印ｃの方向へ同時に移動可
能である。
【００３７】
　第１ピン４６および第２ピン４７が筐体１の上方向（矢印ｃの方向）へ移動すると、本
体部４３ａおよびコンバイナ保持部４３ｂも筐体１の上方向へ移動する。これにより、コ
ンバイナ保持部４３ｂに固定されたコンバイナ３も筐体１の上方向へ移動し、図４に示す
起立状態となる。図４に示すコンバイナ３の起立状態では、第１ピン４６は第１溝４４の
上端部に位置し、第２ピン４７は昇降用溝領域４５ａと角度調整用溝領域４５ｂとの境界
付近に位置する。この起立状態において、ユーザは、投影面Ｆ１に投影された画像を視認
することができる。
【００３８】
　また、図４に示すコンバイナ３の起立状態において、電動モータの駆動によって、コン
バイナブラケット４２ａが筐体１の下方向（矢印ｄの方向）へ移動すると、第１溝４４の
上端部に位置する第１ピン４６、および、第２溝４５における昇降用溝領域４５ａと角度
調整用溝領域４５ｂとの境界付近に位置する第２ピン４７も矢印ｄの方向へ移動する。第
１ピン４６および第２ピン４７は、第１ピン４６および第２ピン４７が第１溝４４の下端
部および第２溝４５の下端部にそれぞれ達するまで（図３の状態）、矢印ｄの方向へ同時
に移動可能である。
【００３９】
　第１ピン４６および第２ピン４７が筐体１の下方向（矢印ｄの方向）へ移動すると、本
体部４３ａおよびコンバイナ保持部４３ｂも筐体１の下方向へ移動する。これにより、コ
ンバイナ保持部４３ｂに固定されたコンバイナ３も筐体１の下方向へ移動し、図３に示す
収容状態となる。
【００４０】
　このように、コンバイナ３の収容状態と起立状態との間の遷移において、第１ピン４６
および第２ピン４７が第１溝４４および昇降用溝領域４５ａに沿ってそれぞれ同時に上下
動することにより、支持部４３に支持されたコンバイナ３は、矢印ｃまたは矢印ｄの方向
の昇降動作を行う。これにより、コンバイナ３に対する格納機能を実現する。
【００４１】
　＜動作例２：コンバイナ３の角度調整状態での動作＞
　図４～図７を用いて、動作例２について説明する。図４は、コンバイナ３が起立状態で
あるときのヘッドアップディスプレイ装置１００のＡ－Ａの断面図である。図５は、コン
バイナ３が所定の角度で傾いた状態であるときのヘッドアップディスプレイ装置１００の
Ａ－Ａの断面図である。図６は、コンバイナ３が最大限傾いた状態であるときのヘッドア
ップディスプレイ装置１００のＡ－Ａの断面図である。また、図７は、図４～図６のコン
バイナ３の状態をまとめて示した図である。
【００４２】
　上述したように、図４に示すコンバイナ３の起立状態において、第１ピン４６は、第１
溝４４の上端部に位置し、第２ピン４７は、第２溝４５において、昇降用溝領域４５ａと
角度調整用溝領域４５ｂとの境界付近に位置する。
【００４３】
　図４に示す状態から、電動モータの駆動によって、コンバイナブラケット４２ａが筐体
１の上方向（矢印ｃの方向）へ更に移動しても、第１ピン４６は、第１溝４４の上端部に
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押しつけられて移動しない。
【００４４】
　一方、図４に示す状態から、電動モータの駆動によって、コンバイナブラケット４２ａ
が筐体１の上方向（矢印ｃの方向）へ更に移動すると、第２ピン４７は、図５に示すよう
に、角度調整用溝領域４５ｂに沿って矢印ｆの方向へ移動する。この第２ピン４７の矢印
ｆの方向への移動は、第１溝４４の上端部に位置する第１ピン４６を回転軸（支点）とし
た時計回り（矢印ｆの方向）の回転動作である。
【００４５】
　第２ピン４７が矢印ｆの方向へ回転すると、本体部４３ａおよびコンバイナ保持部４３
ｂも矢印ｆの方向へ回転する。これにより、コンバイナ保持部４３ｂに固定されたコンバ
イナ３も、時計回りの方向（矢印ｈの方向）へ回転する。この回転動作により、図４に示
す状態から、図５や図６などに示す状態までのコンバイナ３の矢印ｈの方向への角度調整
が行われる（図７参照）。
【００４６】
　第１ピン４６を支点とした矢印ｆの方向への第２ピン４７の回転によって、第２ピン４
７が角度調整用溝領域４５ｂの端部に移動するまで（図６の状態）、コンバイナ３の角度
調整が可能となる。つまり、コンバイナ３の角度調整可能な範囲は、角度調整用溝領域４
５ｂにおける第２ピン４７の摺動方向の長さに依存する。例えば、起立状態からのコンバ
イナ３の矢印ｈの方向へ回転可能な角度は１３度である。
【００４７】
　また、図５又は図６に示す角度調整状態から、電動モータの駆動によって、コンバイナ
ブラケット４２ａが筐体１の下方向（矢印ｄの方向）へ移動すると、第２ピン４７は、角
度調整用溝領域４５ｂに沿って矢印ｅの方向へ移動する。この第２ピン４７の矢印ｅの方
向への移動は、第１溝４４の上端部に位置する第１ピン４６を回転軸（支点）とした反時
計回り（矢印ｅの方向）の回転動作である。
【００４８】
　第２ピン４７が矢印ｅの方向へ回転すると、本体部４３ａおよびコンバイナ保持部４３
ｂも矢印ｅの方向へ回転する。これにより、コンバイナ保持部４３ｂに固定されたコンバ
イナ３も、反時計回りの方向（矢印ｇの方向）へ回転する。この回転動作により、図５ま
たは図６に示す状態から図４に示す起立状態までのコンバイナ３の矢印ｇの方向への角度
調整が行われる（図７参照）。
【００４９】
　コンバイナ３が所望の角度となった時点で電動モータの回転動作が停止すると、コンバ
イナ３は、所望の角度に保持される。
【００５０】
　このように、コンバイナ３の角度調整状態において、第１ピン４６が第１溝４４の上端
部に固定され回転軸として動作し、第２ピン４７が角度調整用溝領域４５ｂに沿って矢印
ｆまたは矢印ｅの方向に移動することにより、支持部４３に支持されたコンバイナ３は、
矢印ｇまたは矢印ｈの方向の回転動作を行う。これにより、コンバイナ３に対するチルト
機能を実現する。
【００５１】
　以上、ヘッドアップディスプレイ装置１００の動作例について説明した。
【００５２】
　本実施の形態では、コンバイナ昇降装置４には、２つの溝（第１溝４４および第２溝４
５）が設けられ、コンバイナ３を支持する支持部４３に２つのピン（第１ピン４６および
第２ピン４７）が形成される。コンバイナ昇降装置４では、２つのピンが２つの溝をそれ
ぞれ同時に摺動することにより、コンバイナ３の昇降動作を実現する。また、コンバイナ
昇降装置４では、第１溝４４の上端部に位置する第１ピン４６を回転軸として、第２ピン
４７が第２溝４５（角度調整用溝領域４５ｂ）を摺動することにより、コンバイナ３の回
転動作を実現する。
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【００５３】
　このようにして、第１ピン４６と第２ピン４７とを有する支持部４３によってコンバイ
ナ３が支持され、第１ピン４６が摺動する第１溝４４と、第２ピン４７が摺動する第２溝
４５とを有する２つの側面部４９によって、第１ピン４６が第１溝４４の端部に位置する
場合に第１ピン４６を中心として支持部４３が回転可能に支持されている。
【００５４】
　すなわち、本実施の形態によれば、このような２つの溝と２つのピンからなる簡単な構
造により、コンバイナ３の収納状態、起立状態、角度調整状態を切り替えることができる
。
【００５５】
　また、本実施の形態では、コンバイナ昇降装置４において、第１溝４４と第２溝４５（
昇降用溝領域４５ａおよび角度調整用溝領域４５ｂ）との間の長さおよび形状の関係によ
って、コンバイナ３の昇降動作と回転動作との切り替えを、１つの電動モータの駆動によ
って実現できる。これにより、コンバイナ昇降装置４では、コンバイナ３の昇降動作（格
納機能）と回転動作（チルト機能）とで異なる機構を設ける必要がない。これにより、特
に、コンバイナ３の回転方向に対応する車両の前後方向に、コンバイナ昇降装置４をコン
パクトに構成することができる。よって、本実施の形態では、コンバイナ昇降装置４をヘ
ッドアップディスプレイ装置１００内にコンパクトに設置でき、ヘッドアップディスプレ
イ装置１００の製作コストを低減できる。
【００５６】
　［カバー２の開閉動作］
　次に、図１、図２、図８および図９を用いて、カバー２の開閉動作の詳細について説明
する。
【００５７】
　図８は、コンバイナ３が収納状態（カバー２が閉状態）であるときのヘッドアップディ
スプレイ装置１００のＡ－Ａの断面図である。図９は、コンバイナ３が起立状態（カバー
２が開状態）であるときのヘッドアップディスプレイ装置１００のＡ－Ａの断面図である
。
【００５８】
　カバー２は、後述するカバー開閉機構５の第２ギア部５１に歯合している第１ギア部２
１を有する。カバー２は、第１ギア部２１を介して伝達されるカバー開閉機構５の回転駆
動によって回転される。すなわち、第１ギア部２１が矢印ｋおよび矢印ｌの方向に回転し
た場合に、カバー２の上部が矢印ｎおよび矢印ｍの方向に回転する。
【００５９】
　図２に示すように、カバー開閉機構５は、筐体１の左右方向において、コンバイナ昇降
装置４（側面部４９）の外側に設けられる。図８および図９に示すように、カバー開閉機
構５は、第２ギア部５１、第３溝５２および回転軸５３を有する。カバー開閉機構５は、
回転軸５３を中心として矢印ｉ、ｊの方向に回転する。
【００６０】
　第２ギア部５１は、カバー２に形成された第１ギア部２１に歯合している。
【００６１】
　第３溝５２には、コンバイナ昇降装置４の支持部４３に形成された第１ピン４６が挿入
される。例えば、第１溝４４は、コンバイナ昇降装置４の側面がくり抜かれることにより
形成されることにより、支持部４３に形成された第１ピン４６は、第１溝４４を貫通して
第３溝５２に挿入される。
【００６２】
　また、第３溝５２は、第１溝領域５２ａ（第３の少なくとも一部の一例）と第２溝領域
５２ｂを有する。第１溝領域５２ａと第２溝領域５２ｂは連結されている。第１溝領域５
２ａが延びる方向は、第１溝４４が延びる方向と異なる。
【００６３】
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　図８に示すコンバイナ３の収納状態において、電動モータの駆動によって、図３に示し
たコンバイナブラケット４２ａが筐体１の上方向（矢印ｃの方向）へ移動すると、コンバ
イナ昇降装置４の第１溝４４の下端部にある第１ピン４６も筐体１の上方向へ移動する。
第１ピン４６が第１溝４４を筐体１の上方向へ移動する際、第１ピン４６は、カバー開閉
機構５の第３溝５２も同時に摺動することになる。
【００６４】
　この際、第１ピン４６は、固定されたコンバイナ昇降装置４上に形成された第１溝４４
では、矢印ｃの方向から矢印ｉまたは矢印ｊの方向にずれることなく移動する。このため
、図８および図９に示すように、第１ピン４６が第１溝領域５２ａの端部から第２溝領域
５２ｂとの境界付近まで矢印ｃの方向に移動するのに伴い、回転軸５３を中心として回転
可能に支持されているカバー開閉機構５は回転軸５３を中心として矢印ｉの方向に回転す
る。また、第１ピン４６が第２溝領域５２ｂとの境界付近から第１溝領域５２ａの端部ま
で矢印ｄの方向に移動するのに伴い、カバー開閉機構５は回転軸５３を中心として矢印ｊ
の方向に回転する。
【００６５】
　このカバー開閉機構５の矢印ｉまたは矢印ｊの方向の回転に伴い、カバー開閉機構５の
第２ギア部５１に歯合しているカバー２の第１ギア部２１も矢印ｋまたは矢印ｌの方向に
回転する。すなわち、カバー２は、カバー開閉機構５の回転に伴って開閉する。具体的に
は、第１ギア部２１が矢印ｋの方向に回転すると、閉状態のカバー２は、矢印ｎの方向に
回転し開状態となる。これにより、図９に示すように、コンバイナ３の移動方向に開口部
Ａが形成され、コンバイナ３が筐体１から突出可能な状態となる。一方、第１ギア部２１
が矢印ｌの方向に回転すると、開状態のカバー２は、矢印ｍの方向に回転し閉状態となる
。これにより、図８に示すように、図９に示す開口部Ａが無くなり、筐体１に収容された
コンバイナ３が筐体１の外部から見えなくなる。
【００６６】
　このように、カバー開閉機構５は、第３溝５２の少なくとも一部である第１溝領域５２
ａが延びる方向が第１溝４４が延びる方向と異なるように回転可能に配置される。カバー
２は、カバー開閉機構５の回転により開閉する。つまり、第１溝領域５２ａは、第１ピン
４６の第１溝４４に沿った移動に応じて、カバー開閉機構５を矢印ｉまたは矢印ｊの方向
に回転させるように形成されていればよい。例えば、第１溝領域５２ａの第１ピン４６の
摺動方向の長さは、カバー開閉機構５の矢印ｉまたは矢印ｊの方向の所望の回転範囲に応
じて形成されればよい。具体的には、カバー２が閉状態の場合（例えば図８）に第１ピン
４６が第１溝領域５２ａの端部に位置し、カバー２が開状態の場合（例えば図９）に第１
ピン４６が第１溝領域５２ａと第２溝領域５２ｂとの境界付近に位置するように、第１溝
領域５２ａの第１ピン４６の摺動方向の長さが設定されればよい。
【００６７】
　また、図９に示すように、第２溝領域５２ｂは、第１ピン４６が第２溝領域５２ｂに沿
って移動するときに、第１溝４４の位置および形状と一致するようにカバー開閉機構５に
形成されていればよい。これにより、第１ピン４６が第２溝領域５２ｂに沿って移動する
際、カバー開閉機構５の矢印ｉまたは矢印ｊの方向への回転が制限される。よって、カバ
ー開閉機構５の第２ギア部５１に歯合している第１ギア部２１を含むカバー２の位置を開
状態のまま固定することができる。
【００６８】
　このようにして、ヘッドアップディスプレイ装置１００では、第１ピン４６によるコン
バイナ３の昇降動作に連動してカバー２の開閉動作を行うことができる。これにより、コ
ンバイナ３の昇降動作と、カバー２の開閉動作とを１つの電動モータで実施することがで
きる。よって、ヘッドアップディスプレイ装置１００では、コンバイナ３の昇降動作とは
別に、カバー２の開閉動作のための駆動機構を設ける必要がないので、ヘッドアップディ
スプレイ装置１００をコンパクトに構成することができる。
【００６９】
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　また、カバー２の第１ギア部２１とカバー開閉機構５の第２ギア部５１との歯合により
、カバー開閉機構５の回転動作と、カバー２の開閉動作とがずれてしまうことを防止する
ことができる。
【００７０】
　（実施の形態の変形例）
　なお、本開示のヘッドアップディスプレイ装置は、上記実施の形態に限定されない。以
下、上記実施の形態の変形例について説明する。
【００７１】
　＜変形例１＞
　図３～図７に示す角度調整用溝領域４５ｂの幅は、昇降用溝領域４５ａの幅よりも狭く
てもよい。こうすることで、第２ピン４７に対して、角度調整用溝領域４５ｂでの摺動負
荷は、昇降用溝領域４５ａでの摺動負荷よりも大きくなる。よって、コンバイナ３の角度
調整状態では、角度調整用溝領域４５ｂを移動する第２ピン４７の位置が安定し、支持部
４３およびコンバイナ３における振動などによるがたつきを抑えることができる。これに
より、コンバイナ３に表示された画像のぶれを抑えることができ、ユーザが画像を視認し
やすくなる。
【００７２】
　＜変形例２＞
　図１０に示すように、第２ピン４７は、第２ピン４７と角度調整用溝領域４５ｂとの間
の隙間を埋めるダンパ７０などの吸振材に覆われてもよい。ダンパ７０の材料としては、
例えばシリコンゴムが挙げられる。第２ピン４７と第２溝４５との隙間が埋まることによ
り、第２ピン４７に対する摺動負荷がより大きくなり、第２ピン４７の位置が安定し、支
持部４３およびコンバイナ３における振動などによるがたつきを抑えることができる。こ
れにより、コンバイナ３に表示された画像のぶれを抑えることができ、ユーザが画像を視
認しやすくなる。
【００７３】
　また、図１０に示すように、コンバイナ昇降装置４の２つの側面部４９には、第２ピン
４７が第２溝４５の角度調整用溝領域４５ｂを摺動する際に、第２ピン４７が接するリブ
６０が設けられてもよい。リブ６０は、コンバイナ昇降装置４の側面部４９において第２
溝４５と一体的に形成されてもよく、コンバイナ昇降装置４の側面部４９とは別部材とし
て、第２溝４５に当接してもよい。リブ６０の厚さ（図１０の紙面手前方向の長さ）は、
例えば、第２溝４５と第２ピン４７の根元との間の長さであってもよい。これにより、第
２ピン４７が角度調整用溝領域４５ｂに沿って移動する際には、第２ピン４７が、角度調
整用溝領域４５ｂ又はリブ６０に接触する面積が増加するので、上記同様、第２ピンに対
する摺動負荷がより大きくなる。よって、第２ピン４７の位置が安定し、支持部４３およ
びコンバイナ３における振動などによるがたつきを抑えることができる。これにより、コ
ンバイナ３に表示された画像のぶれを抑えることができ、ユーザが画像を視認しやすくな
る。
【００７４】
　＜変形例３＞
　変形例１または変形例２では、昇降用溝領域４５ａでの第２ピン４７の摺動負荷と比較
して、角度調整用溝領域４５ｂにおける第２ピン４７の摺動負荷が大きくなる。そこで、
第２ピン４７が角度調整用溝領域４５ｂに位置するときには、第２ピン４７が昇降用溝領
域４５ａに位置するときよりも、電動モータ（例えば、ステッピングモータ）のトルクを
大きくする制御が行われてもよい。例えば、コンバイナ３、支持部４３または第２ピン４
７の矢印ｃまたは矢印ｄの方向の位置（筐体１の高さ方向の位置）に応じて第２ピン４７
の位置を検出する検出スイッチを設けてもよい。この場合、検出スイッチの検出結果に応
じて、昇降用溝領域４５ａと角度調整用溝領域４５ｂとで電動モータのトルクを異ならせ
る制御が行われる。これにより、角度調整用溝領域４５ｂでは、第２ピン４７の摺動負荷
が大きいものの、トルクを増加させることによって第２ピンをスムーズに移動させること
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ができる。一方、昇降用溝領域４５ａでは、角度調整用溝領域４５ｂと比較して、第２ピ
ン４７の摺動負荷が小さいので、小さいトルクでも第２ピン４７を素早く移動させ、コン
バイナ３の収容状態と起立状態との遷移を素早く実現させることができる。
【００７５】
　＜変形例４＞
　実施の形態では、例えば、図３に示す角度調整用溝領域４５ｂは、第１溝４４の上端部
に位置する第１ピン４６を回転軸として第２ピン４７が回転方向に移動する経路に沿うよ
うに形成される場合について説明した。しかし、角度調整用溝領域４５ｂの形状は、図３
等に示した形状に限定されない。例えば、コンバイナ３の角度調整状態において、第２ピ
ン４７が第１溝４４の上端部に位置する第１ピン４６を回転軸として回転方向に移動可能
であれば、角度調整用溝領域４５ｂは、矢印ａの方向に開放された形状でもよい。
【００７６】
　＜変形例５＞
　起立状態からのコンバイナ３の矢印ｈの方向へ回転可能な角度は、例えば、コンバイナ
昇降装置４が搭載される車両の設計に応じて設定されればよい。上述したように、起立状
態からのコンバイナ３の矢印ｈの方向へ回転可能な角度は、角度調整用溝領域４５ｂの矢
印ｅおよび矢印ｆの方向（つまり、第２ピン４７の回転方向）の長さに依存する。すなわ
ち、角度調整用溝領域４５ｂの矢印ｅおよび矢印ｆの方向の長さを、図７に示す例よりも
長く（または短く）した場合には、コンバイナ３の矢印ｈの方向への回転可能な角度をよ
り大きく（または小さく）設定することができる。よって、コンバイナ昇降装置４が搭載
される車両の設計に応じて角度調整用溝領域４５ｂの矢印ｅおよび矢印ｆの方向の長さが
設定されればよい。
【００７７】
　＜変形例６＞
　図８および図９では、カバー２およびカバー開閉機構５が第１ギア部２１，第２ギア部
５１を形成する場合について説明した。しかし、カバー２およびカバー開閉機構５は、第
１ギア部２１，第２ギア部５１を形成した構成に限定されず、カバー開閉機構５の回転に
伴って、カバー２が開閉する構成であればよい。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　本開示は、車載用コンバイナの昇降を行う車載用ヘッドアップディスプレイ装置に利用
可能である。
【符号の説明】
【００７９】
　１　筐体
　２　カバー
　３　コンバイナ
　４　コンバイナ昇降装置
　５　カバー開閉機構
　６　モータギア
　２１　第１ギア部
　４１　送りネジ
　４２　可動部
　４２ａ　コンバイナブラケット
　４２ｂ　切り欠き
　４３　支持部
　４３ａ　本体部
　４３ｂ　コンバイナ保持部
　４４　第１溝
　４５　第２溝
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　４５ａ　昇降用溝領域
　４５ｂ　角度調整用溝領域
　４６　第１ピン
　４７　第２ピン
　４８　第３ピン
　４９　側面部
　５１　第２ギア部
　５２　第３溝
　５２ａ　第１溝領域
　５２ｂ　第２溝領域
　５３　回転軸
　６０　リブ
　７０　ダンパ
　１００　ヘッドアップディスプレイ装置

【図１】 【図２】
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